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格子細胞による情報処理メカニズムのネットワーク的理解のための結合推定理論の発展

概 要：

ヒトを含めた哺乳動物は神経細胞ネットワークにおける相互作用の結果，様々な情報処理を行なっている。

近年，実験技術の大きな発展により多数の神経細胞の活動を同時に記録することが可能になってきた。特に

大脳皮質のような表面に位置している部位だけでなく海馬や嗅内皮質といった比較的脳の内部に位置し高度

な情報処理を行なっている神経細胞の活動に対する知見も得られてきた。海馬や嗅内皮質の神系細胞ネット

ワークは場所の符号化や記憶に関係していることが多くの実験から知られているが，そのメカニズムは未解

明のままである。そこで，本研究では場所などの符号化を行なっている神経細胞ネットワークの情報処理メ

カニズムの数理的解明を目的として，そのために実験から得られるデータを用いた神経細胞集団の結合ネッ

トワーク推定理論の構築を目指した。特に，海馬などにおいて顕著に見られるシータリズムのような神経系

における振動現象に着目し，リズムを数理的に扱うために位相縮約理論に基づき結合振動子ネットワークモ

デルの解析を行なった。解析の際には統計物理学の理論を用いることで平均場近似を行い，結合振動子系の

ダイナミクスの有効的な時間発展方程式を導出した。

今後はこの理論解析をさらに発展させ，ダイナミクスから結合を求める表式を導出し，その後神経データ

への適用を行うことを目指している。
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